
ABSTRACT
• 近傍星形成銀河のディスクの重力安定性を、分子ガス・原子ガス・星の面密度と速度
分散を用いて調べた。

• diskの自己重力には寄与しないcold	  gasが、disk instabilityには大きな影響を
与えていると考えられてきた。

• σCOやσHIを一定値と仮定するのではなく、観測量を用いた点が新しい。
• σCOやσHIのradial	  variationはToomreQ	  parameterには大きな影響がないが、重力不
安定の成長するスケール長には大きく影響する。

• Disk	  instabilityは主に星の自己重力で引き起こされ、その初期段階では星とガスは
coupleしている。

SAMPLE
• 12の近傍星形成銀河(Leroy+08,	  Romeo+13)
• 13”の分解能のCOとHIのデータ
• 星の速度分散 (Leroy+08)

What	  drives	  gravitational	  instability	  in	  nearby	  star-‐forming	  spirals?	  
The	  impact	  of	  CO	  and	  HI	  velocity	  dispersions. A.	  Romeo	  et	  al.	  MNRAS	  accepted
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2つの方法でinstabilityを評価
1. 星、原子、分子ごとにQを計算し、その和でQ3を評価

Ti :	  σの異方性を補正、Wi :	  σで重みづけ

2. 重力不安定の起きるスケール長

mはTiQiが最小値を取る成分
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結果
1. disk	  instabilityの主因は星

• 今回の分解〜数百pc
• より短スケールではガスが支配すると期待
• inner	  diskでは分子ガスによるものも

2. instabilityのスケール長
• 主因が星だと〜6kpc
• 分子ガスだと〜数百pc

3. 星とガスはcoupleしてinstabilityを起こす

Jog-‐Solomon	  1984
星とガスの2成分流体計算。
ω2がdouble	  peakを持つ場合
をdecoupledと呼ぶ。

結論
数百pcスケールで見ると、星がdisk	  instabilityを起こす。
星とガスはcoupleしているため、ガスもinstabilityを起こす
(その後pseudo-‐bulgeを形成する？)


